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 ２０２４年（令和６年）１２月１０日、ノルウエー・オスロで日本原水

爆被害者団体協議会（日本被団協）に、ノーベル平和賞が贈られました。

心から喜びあいたいと思います。この受賞は、ヒロシマとナガサキの「ヒ

バクシャ」の皆さんが長年、自身のつらい被爆体験を語り、核廃絶を訴

えてきた「並外れた努力」と、非人道的な核兵器を二度と使ってはなら

ないとする「核のタブー」の確立に貢献したことが評価されたものです。

ヒロシマ・ナガサキの惨禍から７９年間、一度も核が使用されなかった

ことは、「ヒバクシャ」の皆さんの努力の結果でもあると思います。 

 今地球上では、１２，０００発の核弾頭が存在し、 

４，０００発が即発射可能に配備されていると言

われています。ロシアのウクライナ侵攻、イス

ラエルのガザ侵攻と中東地域での戦争で、核の使用

が取りざたされています。ノーベル賞委員会のヨル

ゲン・フリードネス委員長は、「世界の安全保障が核兵

器に依存するような世界で文明が存続できると信じるの

は浅はかだ」「今年（２０２４年、令和６年）核兵器に対する警告は例年

より重要だ」と危機感をあらわにしています。  

核兵器の使用は、戦争によってひき起こされます。「戦争は、最大の人

権侵害」であり、「核と人類は共存できない」ことを改めて確認し、核も

戦争もない社会の実現に向けて、常に関心を持ち続けていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

人権ふれあいだより 

 

竹原市人権センター 

２２―７７３６ 

今年は被爆８０年、核も戦争もない社会に！
に！ 
 

 

【竹原市人権啓発講座】 参加をよろしくお願いします。 

・日 時 ２０２５年（令和７年）２月１９日（水） １３時３０分～１５時 

・場 所 竹原市民館 ２階 第２・３会議室 

・演 題 「部落差別をこえて ～取材ノートから～」 

・講 師 臼井敏男（うすい としお）さん 

  公益財団法人 人権教育啓発推進センター特任講師 元朝日新聞論説委員 

  部落問題の根底にあるもの、差別、偏見を解消するために一人一人がなすべ 

きことについて、豊富な取材経験をもとに解説します。 

  ・参加費無料、事前申込不要 

・主 催 竹原市市民福祉部地域づくり課人権男女共同参画係 

（問い合わせ先 ２２―７７３６） 

 



【人権豆知識コーナー】 
法務省の人権啓発活動強調事項、17項目の（７）を紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月行事・教室の予定 

おめでとうございます 
  グラウンドゴルフ教室      

１月７日の結果 

【むなこしグランド】 

第１位 胡  甚三さん 

第２位 岡本 寅夫さん 

第３位 保手浜君夫さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆グラウンドゴルフ教室 ６日 （むなこしグランド） 午前 ９時００分～ 
☆着付け教室   １０日・１７日  午後 １時００分～ 
☆パソコン教室   ４日・１８日・２５日  午後 ７時３０分～ 
☆カラオケ教室  毎週木曜日   午後 １時３０分～ 
☆はんこクラブ  毎週金曜日   午後 １時３０分～ 
☆健康相談   １７日 （吉名地域交流センター）午前 ９時００分～ 

（血圧・尿検査・栄養相談） 
          
 

困ったときは、一人で悩まないで 
相談してください 
☆人権相談 
差別・いじめ・いやがらせ等 

・竹原市人権センター 📞２２－７７３６ 

（月～金 午前 8 時３０分～午後５時１５分） 

・人権擁護委員による相談 

毎月第３水曜日 午前９時～１２時 

竹原市人権センター（予約不要） 

☆ＤＶ相談 
 ・竹原市DV専門相談窓口 

竹原市人権センター内 📞２２－７７４８ 

（月～金 午前８時３０分～午後５時１５分） 

緊急の場合は１１０番へ 
 

 

 

（７）外国人の人権を尊重しょう 
   外国人であることを理由とした就職差別、アパートやマンションへの入
居拒否などの人権問題が発生しています。また、特定の民族や国籍の人々
を排斥する差別的言動がヘイトスピーチであるとして社会的な関心を集め
る中、「本邦外出身者に対する不当な差別的言動の解消に向けた取組の推進
に関する法律」の趣旨を踏まえ、その解消に向けた取組を推進していくこ
とが必要です。 
  多様な主体が互いに連携し、支え合う共生社会を実現するため、文化、
言語、宗教、生活習慣の違いを正しく理解し、これらを尊重することが重
要であるとの認識を深めていくことが必要です。 

 

 【人権ふれあい学習会開催のお知らせ】 
・日 時  ２０２５年（令和７年）３月１９日（水） ９時半～１１時 
・場 所  吉名地域交流センター ２階ホール 
・演 題  「アイヌ民族問題について考える」 

アイヌの人々の人権が守られる社会を実現するために、アイヌ民族の 

歴史・文化などについて、映像を交えて紹介します。 

  ・講 師  竹原市人権センター  大宮弘子人権相談員  
  ・主 催  竹原市 

 


